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【
特
集
】み
な
さ
ん
、こ
れ
が
Ｚ
世
代
の
実
情
で
す

12
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
も

【
特
集
】み
な
さ
ん
、
こ
れ
が
Ｚ
世
代
の
実
情
で
す

良くないと思うところをお聞かせください。大山崎町の良いところ（自慢できること）、
問１

　
皆
さ
ん
は
『
Ｚ
世
代
』と
聞
か
れ
て
ど
ん
な
世
代
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
か
？

　

Ｚ
世
代
と
は
１
９
９
０
年
代
半
ば
か
ら
２
０
１
０
年
代
序
盤
に
生
ま
れ
た
世

代
が
Ｚ
世
代
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
Ｗ
ｅ
ｂ
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
収
集
が
あ
た
り
前
に
な
り
、
社
会
貢
献
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
等
の
環
境
問
題
、
自
分
は
自
分
、
他
者
は
他
者
と
し
て
、
自
分
ら
し
さ
や
多

様
性
が
身
近
な
世
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
、
１
月
８
日
に
行
わ
れ
た
「
大
山
崎
町
二
十
歳
を
祝
う
会
」

の
会
場
に
て
、
Ｚ
世
代
の
20
歳
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
山
崎
町
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　「自然がいっぱい」９人、「天王山」

２人をはじめ、山や川など自然の

豊かさへの回答が13人ありました。

少数ですが、「歴史」との回答もあ

りました。

　「交通の便が良い」８人、「阪急と

JRの駅が近い」２人、「高速道路が近

い」など、交通の便利さへの回答が

11人ありました。

　良いところ（自慢できること）には、

32組ほぼ全員が回答されました。

　よくないと思うところの回答は８組で、

よいところに比べて少数でした。
　「スーパーが少ない」「ファースト

フード店がない」「ショッピングモー

ルがない」「食事をする所が少ない」

などの回答が５人からありました。

　「水道代が高い」「街灯が少なく暗

い」「公民館が廃墟化している」など

の回答がありました。

　議会で取り上げている町の課題を
率直に指摘する回答があり、有権者
意識の高さを感じました。

議会の声

　インタビューに答えていただいた
グループでは、子どもの頃からのつ
ながりが強く感じられました。

議会の声

　 北村吉史　　二十歳を祝う会の式で静

かにしっかり聞く態度が素晴らしかった。心

から若い皆さんにエールを送ります。

　 辻　真理子　　大山崎町の良いところを

悩まず答えられ、町への愛着を感じました。

町外出身の私にはそれだけで素敵でした。

　 徳本修司　　素直で明るい方が多く嬉

しく感じました。また選挙の投票に行かれ

ている方が多いことにも感銘しました。

　 堀内古比呂　　町の良い所、課題など的

確に答えてくれた。今企画が、町政に興味

を持ってもらえるきっかけになればと思う。

　 小畑孝信　　少し寒い中、凛とした空

気感が心地よく、二十歳の夢を持つキラキ

ラした瞳にこちらもワクワクしました。

　 朝子直美　　町の良いところについては

すぐに応えられる一方、よくないところは少

し考える人が多かったことが印象的でした。

　若者が生まれた町の良いところをしっかりと回答されたこと
に感動しました。この良いところを今後も残したいものです。

議会の声

インタビューを行った議員の声

　自然が豊かという田舎的な環境と、交

通の便がよいという都会的な環境がある

ことから、「田舎が程よく残っている」２人、

「ちょうどよい都会」「住みやすい」などの回

答がありました。

　「人がやさしい」２人、「平和」２人、「地域があたたか

い」「学童はすばらしい」「治安がいい」など、人のつなが

りと関わる回答も多くありました。

　一方で「狭いがゆえのつながりの良さと、表裏一体で

狭いがゆえの悪いところもある」との回答もありました。

『 みなさん、これが Ｚ世代 の 実情 です 』
\ 特集 /

マスクを外した二十歳の声
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【
特
集
】み
な
さ
ん
、こ
れ
が
Ｚ
世
代
の
実
情
で
す

12
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
は

12
月
議
会
あ
ら
ま
し

『 みなさん、これが Ｚ世代 の 実情 です 』
\ 特集 /

マスクを外した二十歳の声

どんな大山崎になればよいと思いますか。
問２

現在、大山崎町在住ですか。
はいの方は、今後も住み続けたいですか。在住でない方はなぜですか。

問３

一昨年の町長・町議会議員選挙に行きましたか。
いいえの方は、理由は何ですか。

問４

今後、国や京都府、大山崎町の選挙に行きますか。
その理由はどうしてですか。

問５

大山崎町の議員は何人かご存知ですか。
問６

　 井上博明　　若い世代が政治に関心が

ないのは理解できる。未来ある若者に恥じな

い政治（地方自治）を行う必要性を感じた。

　 山中一成　　大山崎っ子は素晴らしい！

頼もしさを感じて素敵な気分になりました。

　 波多野庇砂　　二十歳を祝う会で、　

Q当町の欠点水道代高いにA同じテーマ苦慮

Q当議員定数の正解32名中１名のみPR要

　 島　一嘉　　インタビューを受けてくれ

てありがたい。大山崎町や議会への関心事に

応えるよう議員の資質向上に頑張ります。

　 井上治夫　　若者の真摯な回答に元気

をもらいました。教え子にも会い、いっしょ

に大山崎を住みよい町にしたいと思います。

　 西田光宏　　素直に答えてくれた方が

多く、皆さんの町への愛着や政治への関心

に触れることができ、とても有意義でした。

インタビューを行った議員の声

　「買い物がしやすい町」「お店を増やしてほしい」「食

事をする所を増やしてほしい」「若い人が楽しめる町」

「若者が増えてほしい」「活気あふれる元気な町」「にぎ

やかな町」「おしゃれな町」などの回答がありました。

　「子どもが活躍できる町」「子育てしやすい町」「誰も

が住みやすい町」「みんな仲良く」「楽しく暮らせる町」

などの回答がありました。

　若者の政治離れが心配されています
が、「選挙に行った」「選挙に行きます」
の回答が多いことは頼もしく感じます。

議会の声

　町議会の定数を知っている方が少
なく、町議会からの情報発信が必要
だと感じました。

議会の声
　「住み続けたい」「戻ってきて住み
たい」の回答が多いことは町にとっ
て期待の持てるものです。

議会の声

　若者らしい回答、将来への希望に
つながる回答が多くありました。

議会の声

　「このままでいい」５人は、

このまま自然を守ってほしいとの回答です。

　在住の方は29人、

　住み続けたい18人、わからない３人、

　他府県で就職が４人。

　　在住でない方は８人。

　　主な理由は大学進学のため。

　　戻ってきて住みたい２人。

　「行った」　29人、

　「行かなかった」　10人

　「選挙に行きます」　32人、

　「行かない」　６人

　「知っている」５人、

　「知らない」15人＋α

　＋αで12人が議員の数を３人～30人

まで予想回答されましたが、定数12人と
いう正解は１人だけでした。

　行かなかった理由は「時間が合わな

かった」「忙しかった」「知らなかった」

「 興 味 がない 」「 めんどくさい 」「 寝 てい

た」「誰が出ているかわからない」でした。

　「選挙に行きます」の理由は、「権利」２

人、「義務」２人、「選挙は大事」３人、「国

をよくしたい 」２ 人。「 行 っ てみようか

な」の声もありました。

　「選挙に行かない」の理由は、「わざわ

ざ戻って来ない」「じゃまくさい」「興味

がない」でした。

 

多
世
代
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、大
山
崎
町
は
自
然
が
豊
か

で
交
通
の
便
が
良
い
、住
み
や
す
い
街
と
い
う
結
果
が

出
ま
し
た
。

　
今
後
は
、高
齢
世
代
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、「
議
会
だ
よ
り
」に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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次
の
ペ
ー
ジ
は

12
月
議
会
で
の
一
般
質
問
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
特
集
】み
な
さ
ん
、こ
れ
が
Ｚ
世
代
の
実
情
で
す

12
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

　12月５日から12月22日までの18日間にわたり、町長から提出された12件
の議案を審議しました。
　また、１件の請願と３件の陳情を審議しました。

12月議会あらまし
（令和５年第４回定例会）

季刊議会
議決結果は
こちらから

会議録は
こちらから

報告 町民との懇談会を開催しました

懇
談
テ
ー
マ

　
天
王
山
の
山
頂
近
く
に

　
　
　
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て

　
「
天
王
山
に
バ
イ
オ
ト
イ
レ
を
つ
く
る
会
」

の
メ
ン
バ
ー
８
人
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会

に
所
属
す
る
議
員
５
人
で
、
約
１
時
間
半
の

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
互
い
の
自
己
紹
介
に
続
き
、「
会
」
か
ら

の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
大
山
崎
町
に

と
っ
て
重
要
で
、
多
く
の
町
民
が
親
し
ん
で

い
る
天
王
山
に
ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
、
山
頂
で

ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
子
ど

も
さ
ん
や
女
性
も
安
心
で
き
る
こ
と
、
約
１

０
０
０
人
の
町
民
か
ら
賛
助
金
が
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
、
汲
み
取
り
や
排
水
管
設
備
の
不
要

な
バ
イ
オ
ト
イ
レ
は
、
維
持
経
費
も
安
価
で

あ
り
、
京
都
府
下
で
は
愛
宕
神
社
な
ど
６
か

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
バ
イ
オ
ト
イ

レ
の
機
能
や
設
置
方

法
、
ト
イ
レ
の
利
用

マ
ナ
ー
や
、
ト
イ
レ

の
必
要
性
に
つ
い

て
、
質
疑
応
答
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。　

（
総
務
産
業
常
任
委
員
会　

委
員
長　

朝
子
直
美
）

令和６年
１月19日

懇
談
テ
ー
マ

　
　
公
民
館
再
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
複
合
化
施
設
早
期
実
現
に
向
け
、
懇
談
会

の
申
し
込
み
を
受
け
、
町
民
参
加
者
８
人
と

議
員
７
人
が
１
月
20
日
土
曜
日
に
懇
談
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
参
加
者
か
ら
複
合
施
設
の
建
設
が

中
断
し
て
い
る
理
由
、
ま
た
複
合
施
設
特
別

委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
提
言
案
が
な
ぜ
２
つ

な
の
か
等
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
、
当
初
の
建
設
費
は
18
億
円
で

あ
っ
た
が
、
約
30
億
円
を
超
え
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
そ
し
て
町
は
建
設
後
の
運
営
コ
ス

ト
の
算
出
が
で
き
て
お
ら
ず
、
大
切
な
税
金

を
預
か
る
議
員
と
し
て
こ
の
状
態
で
は
賛
成

で
き
ず
中
断
し
て
い

る
。
し
か
し
、
議
員

の
多
く
は
複
合
施
設

を
新
築
し
た
い
と
考

え
て
い
る
、
今
後
も

町
と
共
に
建
設
に
向

け
て
歩
み
た
い
と
回

答
し
ま
し
た
。

（
複
合
施
設
特
別
委
員
会　

委
員
長　

井
上
博
明
）

令和６年
１月20日

懇
談
テ
ー
マ

　
　
中
学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て

　
懇
談
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
町
民
６
人
の

方
と
、
建
設
上
下
水
道
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
に
所
属
す
る
議
員
３
人
と
副
議
長
で
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
町
民
の
方
か
ら
、
中
学
校
給
食
無

償
化
へ
の
想
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
義
務

教
育
に
係
る
負
担
や
、
子
育
て
世
帯
の
平
均

世
帯
収
入
が
下
が
り
、
貯
蓄
出
来
な
い
世
帯

が
増
え
て
い
る
中
で
給
食
無
償
化
に
期
待
し

て
い
る
こ
と
や
、「
給
食
無
償
化
」
が
子
ど
も

を
大
切
に
す
る
町
と
し
て
よ
り
わ
か
り
や
す

い
。イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
だ
が
、住
民
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
子
育
て
支
援
も
同
率
に
考
え
て

ほ
し
い
。
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
現
状

の
町
の
財
政
状
況
や

給
食
無
償
化
し
て
い

る
自
治
体
と
大
山
崎

町
の
財
政
状
況
の
違

い
や
、「
公
約
」
と
は

等
の
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

（
建
設
上
下
水
道
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

辻　

真
理
子
）

令和６年
１月27日

○１人の議員が、町長から提案された補正予算案の修正案を提出

　（修正案を提出した議員）　島　一嘉

○修正案は　　賛成多数により可決

反
　
対

賛
　
成

4  対  7

○修正議決した部分を除く原案（町長からの提案）は　　全員賛成により可決

 修正案の内容
○私道整備事業補助金

（1,888万７千円）を削除

令和５年度一般会計補正予算案を修正可決

○住民税非課税世帯等への臨時特別給付金にかかる経費などの補正予算。

12 月議会に提出された請願と陳情

私立幼稚園幼児教育振興助成に関する請願請願
採 択採 択
(全員賛成)

国に選択的夫婦別姓制度の審議を求める意見書を提出することに関する
陳情書採 択採 択

(賛成多数)
陳情

公民館再整備計画の早期再開に関する陳情書不採択不採択
(賛成少数)

陳情

中学校給食無償化に関する陳情書不採択不採択
(賛成少数)

陳情

 賛否の詳細は、裏表紙をご覧ください。

○議会と町民との懇談会の開催については、町ホームページをご覧ください。（こちらから）
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【
特
集
】み
な
さ
ん
、こ
れ
が
Ｚ
世
代
の
実
情
で
す

12
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
も

12
月
議
会
で
の
一
般
質
問
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

このページは、本会議の一般質問をもとに、議員が各自で執筆しています。

　正式記録は、次の方法でご覧ください。（次回定例会の開会日頃からご覧いただけます。）
　　○冊子で閲覧（閲覧場所：�役場１階ロビー・役場３階情報公開窓口・役場４階議会図書室・�

中央公民館図書室・長寿苑）
　　○町ホームページから会議録検索システムで閲覧（こちらから→）

井
いの

上
うえ

 博
ひろ

明
あき
議員

西
にし

田
だ

 光
てる

宏
ひろ
議員

他の質問：ファミー市との姉妹都市締結について

他の質問：府道西京高槻線の安全対策について

他の質問：新幹線の騒音および府道町道等における問題

　
　
答
申
を
受
け
て
の
考
え
方
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
町
長
か
ら
同
委
員
会
に
「
小
さ
な
行

政
」
を
推
進
す
る
為
に
民
間
活
力
の
さ
ら

な
る
活
用
に
つ
い
て
諮
問
を
し
、
本
年
２

月
に
答
申
を
受
け
た
。『
町
立
保
育
所
の
給

食
調
理
の
民
間
委
託
を
進
め
る
こ
と
』『
な

ご
み
の
郷
の
運
営
管
理
等
に
つ
い
て
競
争

原
理
を
働
か
せ
て
事
業
者
を
選
定
す
る
こ

と
』
の
２
点
に
つ
い
て
の
必
要
性
が
示
さ

れ
た
。
町
立
３
保
育
所
内
の
１
園
で
民
間

委
託
し
て
い
る
。
令
和
６
年
度
当
初
か
ら

の
給
食
調
理
開
始
に
む
け
て
、こ
の
間
、積

極
的
に
そ
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。
廃
棄

資
源
物
収
集
運
搬
業
務
に
つ
い
て
も
、
民

間
委
託
を
検
討
し
て
き
た
。
ま
た
、「
な
ご

み
の
郷
」
の
運
営
管
理
等
に
つ
い
て
、
競

争
原
理
を
働
か
せ
て
事
業
者
を
選
定
す
る

こ
と
は
、
現
在
は
ま
だ
内
部
で
検
討
し
て

い
る
段
階
で
す
。

ＱＱＡＡ

　
　
二
元
代
表
制
で
は
、
首
長
・
執
行
機

関
と
議
会
が
互
い
に
抑
制
と
均
衡
を
図
り

最
良
の
運
営
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
現
状
の
執
行
部
は
、
議
会
へ
十

分
な
対
応
が
で
き
て
い
る
と
思
え
な
い
が

町
長
の
考
え
は
如
何
か
。

　
　
議
員
と
私
は
そ
れ
ぞ
れ
住
民
を
代
表

す
る
者
で
共
に
負
託
に
応
え
る
独
立
し
た

対
等
な
関
係
に
あ
る
。
私
の
政
治
姿
勢
は

自
分
の
考
え
を
曲
げ
な
い
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
　
町
の
重
要
事
項
の
計
画
・
進
捗
状
況

「
中
学
校
給
食
の
無
償
化・天
王
山
バ
イ
オ

ト
イ
レ
の
設
置
・
公
民
館
を
含
む
複
合
化

施
設
の
構
築
問
題
」に
つ
い
て
、
町
長
か

ら
議
会
へ
の
事
前
説
明
が
欠
け
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
議
会
か
ら
は
事
業
案
に
対
し
様
々
な

懸
念
等
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
緊
張
関
係

を
保
ち
、
今
後
事
業
を
進
め
て
行
く
際
は

ご
指
摘
を
真
摯
に
受
け
止
め
反
省
し
こ
れ

ま
で
以
上
に
議
会
に
対
し
丁
寧
な
説
明
に

努
め
る
。

ＱＱＱＱＡＡＱＱＡＡ

行財政改善委員会答申書について

地方自治における町長の政治姿勢

町：民間活力の更なる活用を進めて参りたい

町：切磋琢磨しながら議会と協調したい

地方自治の在り方

行財政改善委員会
答申書

カメラ付き自動販売機

12月定例会では、12月12日、13日の２日間にわたり、10人の議員が町政に関して質問しました。

10
ここが 聞きたい！

人が町政を問う。

一 般 質 問

　
　
町
内
で
刑
法
犯
の
件
数
が
増
加
し
て

い
る
が
、
次
年
度
以
降
も
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
い
く
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　
近
隣
の
市
に
お
い
て
は
２
０
０
台
単

位
で
運
用
し
て
お
り
、
ま
た
地
域
か
ら
の

要
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降
も

検
討
す
る
余
地
は
あ
る
。
し
か
し
、
設
置

後
は
電
気
代
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
、
修

繕
費
用
が
発
生
す
る
た
め
、
慎
重
に
見
極

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
カ
メ
ラ
付
き
自
動
販
売
機
の
有
効
性

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
自
治
体
で
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、

設
置
費
用
が
発
生
し
な
い
こ
と
、
カ
メ
ラ

の
設
置
場
所
や
電
源
を
確
保
で
き
る
こ
と
、

維
持
管
理
や
警
察
へ
の
画
像
提
供
は
運
営

団
体
が
行
う
こ
と
か
ら
、
自
治
体
の
負
担

が
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
。
一
方
で
、
採
算

の
取
れ
る
自
動
販
売
機
し
か
設
置
で
き
な

い
。
導
入
に
つ
い
て
は
、
先
行
し
て
実
施

し
て
い
る
市
町
村
の
事
例
を
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

防犯カメラの増設について 町：慎重に見極めていく必要がある

北村　吉史 議長

徳
とく

本
もと

 修
しゅうじ

司議員

町：専門事業者と現地の下見を行った

他の質問：小中学校のグラウンド整備、物価高騰対策等
　
　
小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
災
害
避
難
時
の
環
境
改
善
に
も
繋

が
る
。
進
捗
を
問
う
。

　
　
小
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
に
空
調
機

器
を
設
置
す
る
経
費
を
算
定
す
る
た
め
、

専
門
事
業
者
と
と
も
に
現
地
の
下
見
を
行

い
、
工
事
に
係
る
予
算
規
模
や
工
程
な
ど

必
要
な
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

　
　
「
ア
ー
ト
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
京
都
」の
施
設
を
災
害
時
の
避
難

所
等
と
し
て
活
用
出
来
る
よ
う
に
京
都
府

に
要
請
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
水
害
以
外
の
災
害
、
主
に
地
震
に
お

い
て
は
、ア
ー
ト
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
京
都
の
施
設
を
避
難
所
と
し
て
活

用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
町
の
避
難
所

の
収
容
人
数
の
不
足
を
少
し
で
も
軽
減
で

き
る
。
し
か
し
マ
ク
セ
ル
株
式
会
社
の
土

地
を
京
都
府
が
借
り
上
げ
、
そ
の
運
営
管

理
者
や
関
係
す
る
企
業
、
団
体
と
協
議
が

必
要
で
あ
り
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

熱中症対策の観点からも
空調設置を

辻
つじ

 真
ま

理
り

子
こ
議員

学校体育館エアコン設置の進捗は

町：第二小の建替え仮校舎として考慮無し

　
　
①
中
央
公
民
館
の
解
体
残
土
処
分
地

を
中
ノ
池
利
用
で
②
円
団
の
再
構
築
に
つ

い
て
中
ノ
池
の
埋
め
立
て
跡
地
を
仮
設
住

居
等
々
前
川
町
政
と
し
て
考
慮
を
。
③
将

来
の
災
害
時
の
仮
設
住
宅
の
建
設
地
と
し

て
中
ノ
池
を
。

　
〇
一
方
議
会
で
は
、
中
ノ
池
の
売
却
は

承
認
し
て
い
な
い
。
尚
、
中
ノ
池
は
昭
和

41
年
と
は
59
年
前
に
「
大
字
中
」と
は
該

当
区
の
所
有
で
あ
っ
た
が
一
帯
を
府
公
社

で
買
収
で
登
記
簿
は
下
線
に
棒
で
抹
消
さ

れ
て
い
る
。

　
〇
中
ノ
池
は
全
町
民
の
資
産
で
あ
り
一

部
の
区
の
資
産
に
あ
ら
ず
。
尚
、
区
民
会

館
は
町
費
を
認
め
る
。

　

〇
し
っ
か
り
と
関
連
資
料
が
出
せ
な

い
・
出
な
い
担
当
部
の
態
。

　
　
仮
設
住
宅
の
建
設
予
定
地
を
小
中
３

か
所
と
西
法
寺
公
園
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
い

る
が
不
足
で
あ
る
。
検
証
す
べ
き
中
ノ
池

は
売
却
。
仮
設
住
宅
建
設
ス
ペ
ー
ス
と
し

な
い
。

ＱＱＡＡ

中ノ池

波
は

多
た

野
の

 庇
ひ さ ご

砂議員

中ノ池スペースを将来に残置を
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次
の
ペ
ー
ジ
は

表
決
の
結
果（
賛
否
が
分
か
れ
た
案
件
）

【
特
集
】み
な
さ
ん
、こ
れ
が
Ｚ
世
代
の
実
情
で
す

12
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

他の質問：入所児童数増に対応した保育所設備の改善を

他の質問：町内道路及び歩道や交差点の整備を求める
　
　
大
山
崎
町
の
学
童
保
育
の
成
り
立
ち

を
問
う
。

　
　
保
護
者
に
よ
る
自
主
運
営
か
ら
１
９

７
０
年
代
に
は
保
護
者
会
と
の
共
同
運
営

と
い
う
形
態
を
経
て
、
町
営
の
学
童
保
育

事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
学
童
保
育
の
果
た
し
て
き
た
役
割
を

問
う
。

　
　
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
る
場
と
し
て
、
異
年
齢
集
団
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
体
験
を
通
じ
て
児
童

の
健
全
な
成
長
の
場
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
学
童
保
育
の
充
実
に
は
、
施
設
設
備

の
整
備
と
、
指
導
員
の
確
保
が
重
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
入
所
児
童
の
増
加
や
対
象
児
童
数
の

増
加
を
見
込
み
、
新
施
設
の
整
備
と
し
て

大
山
崎
小
学
校
の
旧
給
食
室
の
転
用
の
た

め
の
改
修
を
進
め
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

の
安
心
・
安
全
な
保
育
を
提
供
し
て
い
く

上
で
指
導
員
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存

在
で
あ
り
、
処
遇
改
善
や
採
用
活
動
の
工

夫
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡＱＱＡＡ

学童保育の充実を求める 町：施設整備や指導員処遇改善に取り組む

つながり深まる恒例の
餅つき大会

移動手段の確保で
暮らしやすい町に

　
　
町
民
の
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
て
、

移
動
実
態
や
移
動
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
調

査
に
取
り
組
む
こ
と
や
、
地
域
公
共
交
通

会
議
を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
が
い
か

が
か
。

　
　
現
在
、
全
国
的
に
、
路
線
バ
ス
の
廃

止
や
減
便
が
相
次
ぐ
中
、
町
域
を
走
る
路

線
バ
ス
に
お
い
て
も
、
深
刻
化
す
る
運
転

士
不
足
に
よ
り
、
11
月
よ
り
減
便
と
な
っ

た
京
都
京
阪
バ
ス
に
続
き
、
阪
急
バ
ス
か

ら
も
路
線
廃
止
の
意
向
を
聞
い
て
い
る
。

路
線
継
続
を
要
望
す
る
と
同
時
に
、
路
線

バ
ス
に
代
わ
る
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

展
開
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
大
山
崎
町

地
域
公
共
交
通
会
議
を
開
催
し
、
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
時
期
は
い
つ
ご
ろ
で
、
路
線
は
ど
こ

か
。

　
　
約
１
年
後
と
の
意
向
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

山
崎
駅
か
ら
西
国
街
道
を
通
り
西
山
天
王

山
駅
へ
の
路
線
と
、
円
明
寺
が
丘
団
地
内

を
走
る
２
つ
の
路
線
で
あ
る
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

移動手段確保策の具体的な検討を 町：地域公共交通会議を開催し検討する

井
いの

上
うえ

 治
はる

夫
お
議員

町：法定財産区と同等の扱い

他の質問：公共施設の建設、バイオトイレ設置
　
　
円
明
寺
区
に
は
山
寺
会
館
と
円
明
寺

会
館
の
２
つ
の
公
民
館
が
あ
っ
た
が
、
先

の
台
風
被
害
で
山
寺
会
館
は
取
壊
し
、
円

明
寺
会
館
は
昭
和
45
年
築
で
床
が
沈
む
老

朽
化
が
進
み
建
て
替
え
を
進
め
て
い
る
。

財
源
と
し
て
中
ノ
池
売
却
で
あ
る
。
町
の

支
援
は
。

　
　
円
明
寺
区
の
意
向
を
尊
重
し
、
円
明

寺
区
の
役
員
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
中

ノ
池
売
却
を
進
め
ま
す
。

　
　
円
明
寺
区
は
法
的
財
産
区
で
は
な
い

が
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
明
治
22
年
市
制・町
村
制
施
行
時
、旧

市
町
村
の
一
部
で
財
産
を
有
す
る
も
の
を

財
産
区
と
し
て
特
別
の
法
規
制
を
行
っ
た

が
、
本
町
の
財
産
区
は
法
定
財
産
区
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
大
山
崎
村
が
で
き
る
時
、
村
人
の
協

力
、
財
産
区
の
実
績
が
あ
る
か
ら
こ
そ
大

山
崎
村
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
。
円
明
寺

区
の
管
理
す
る
財
産
に
関
し
て
法
定
財
産

区
と
同
等
の
扱
い
を
し
て
く
れ
ま
す
ね
。

　
　
分
か
り
ま
し
た
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡＱＱＡＡ

売却を進める中ノ池

島
しま

 一
かず

嘉
よし
議員

円明寺区の公民館建設

町：生涯現役社会の実現はますます重要

他の質問：現役時に培ったスキル･相談を活躍に繋げる
　
　
高
齢
者
の
活
躍
し
た
い
ニ
ー
ズ
を
詳

細
に
把
握
し
て
ほ
し
い
が
、
縦
割
り
行
政

の
弊
害
で
相
談
先
が
分
か
ら
な
い
、
話
が

前
に
進
ま
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
　
引
き
続
き
、
役
場
は
サ
ー
ビ
ス
業
と

の
認
識
の
も
と
、
全
庁
的
に
、
高
齢
者
に

限
ら
ず
、
幅
広
い
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

共
有
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
現
役
時
代
に
培
っ
た
ス
キ
ル
や
相
談

か
ら
活
躍
に
つ
な
げ
る
ま
で
１
か
所
で
対

応
す
る
セ
ン
タ
ー
を
町
に
設
置
す
る
よ
う

に
求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
　
町
に
お
い
て
も
全
庁
的
、
総
合
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
は

し
て
お
り
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

直
ち
に
設
置
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

楽しく高齢者が活躍出来る町に！

地域共生を支える高齢者活躍推進

町：問題解決へ行政の関わり方を検討する

他の質問：円明寺が丘交番跡地の活用について
　
　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告・意
見

交
流
会
」に
参
加
し
た
住
民
か
ら
、
公
社

４
階
建
て
に
対
す
る
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
た
。
こ
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
い
か
し

て
行
く
の
か
。

　
　
管
理
運
営
の
改
善
に
向
け
た
取
組
の

参
考
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
管
理
組
合
へ
の
支
援
策
の
一
つ
と
し

て
、
耐
震
診
断
の
費
用
補
助
制
度
を
創
設

す
べ
き
。
い
か
が
か
。

　
　
今
後
の
公
社
４
階
建
て
住
宅
の
あ
り

方
の
検
討
に
つ
い
て
、
区
分
所
有
者
間
で

の
合
意
に
向
け
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
が

最
優
先
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
管
理
組
合
が
建
替
え
決
定
を
し
た
場

合
、仮
住
ま
い
と
し
て
の
空
き
家
活
用
、府

営
住
宅
へ
の
入
居
を
府
と
協
議
す
る
必
要

が
あ
る
。
い
か
が
か
。

　
　
ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
組
合
内

で
、
建
替
え
、
ま
た
は
大
規
模
修
繕
か
の

方
向
性
の
決
定
が
最
優
先
。
必
要
な
支
援

策
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡＱＱＡＡ

建設から50年以上が
経過した円団

円明寺が丘団地の次世代への継承

堀
ほり

内
うち

 古
こ

比
ひ

呂
ろ
議員

朝
あさ

子
こ

 直
なお

美
み
議員

開会 ２/21（水）  10：00

一般質問 ２/29（木）・３/ １（金）  10：00

複合施設特別委員会 ３/ ４（月）  10：00
総務産業常任委員会 ３/ ４（月）  13：30
建設上下水道文教厚生常任委員会 ３/ ５（火）  13：30
予算決算常任委員会 ３/ ６（水） ～３/12（火）  10：00
 ※３/ ９（土）・３/10（日）を除く
広報常任委員会 ３/15（金）  13：30

閉会 ３/18（月）  10：00

日程詳細

－請願・陳情の提出期限－

定例会開会日の翌日 17：00

提出の方法

令和６年第１回定例会日程
３月
議会日程

小
お

畑
ばた

 孝
たか

信
のぶ
議員



議
案

番
号

議
案

名
議

決
結

果

議
長

日
本

共
産

党
議

員
団

大
山

崎
ク

ラ
ブ

安
心

公
明

党
是

々
非

々
の

会
保

守・
本

流・
の

ぞ
み

れ
ん

ご
う

大
山

崎

北
村

 吉
史

朝
子

 直
美

辻
 真

理
子

井
上

 治
夫

堀
内

 古
比

呂
山

中
 一

成
西

田
 光

宏
島

 一
嘉

小
畑

 孝
信

井
上

 博
明

波
多

野
 庇

砂
徳

本
 修

司

第
73

号
議

案

令
和

５
年

度
大

山
崎

町
一

般
会

計
補

正
予

算（
第

８
号

）
※

 可
決

し
た

修
正

案
の

部
分

を
除

く
原

案
の

賛
否

修
正

可
決

※ 議 長 は 、 議 員 と し て 表 決 に 加 わ り ま せ ん 。

（ 可 否 が 同 数 の 場 合 は 、 議 長 が 裁 決 し ま す 。 ）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

議
員

提
出

議
案

第
５

号

第
73

号
議

案
　

令
和

５
年

度
大

山
崎

町
一

般
会

計
補

正
予

算（
第

８
号

）に
対

す
る

修
正

動
議

※
 議

員
が

提
出

し
た

補
正

予
算

の
修

正
案

可
決

×
討

論
×

×
×

○
○

討
論

○
○

○
討

論
○

討
論

○
討

論

陳
情

第
３

号
中

学
校

給
食

無
償

化
に

関
す

る
陳

情
書

不
採

択
○

○
○

討
論

○
×

討
論

×
×

討
論

×
×

討
論

×
討

論
×

討
論

陳
情

第
４

号
公

民
館

再
整

備
計

画
の

早
期

再
開

に
関

す
る

陳
情

書
不

採
択

○
○

討
論

○
○

×
討

論
×

×
討

論
×

討
論

○
討

論
×

討
論

×

陳
情

第
５

号
国

に
選

択
的

夫
婦

別
姓

制
度

の
審

議
を

求
め

る
意

見
書

を
提

出
す

る
こ

と
に

関
す

る
陳

情
書

採
択

○
討

論
○

○
○

討
論

×
×

討
論

×
討

論
×

討
論

○
討

論
×

討
論

○
討

論

令
和

５
年

第
４

回
定

例
会

　
表

決
の

結
果（

賛
否

が
分

か
れ

た
案

件
）

※
○

は
賛

成
　

×
は

反
対

　
を

表
し

て
い

ま
す

。※
討

論
は

、賛
成

も
し

く
は

反
対

の
意

見
を

述
べ

た
場

合
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

●
表
決

　
議

員
が

各
自

の
賛

成
、

反
対

の
意

思
表

示
を

す
る

こ
と

。
●
討
論

　
会

議（
本

会
議

）で
の

表
決

の
前

に
、

議
題

と
な

っ
て

い
る

案
件

に
対

し
て

、
賛

成
か

反
対

か
の

自
分

の
意

見
を

表
明

す
る

こ
と

。
　

な
お

、自
分

の
意

見
を

表
明

す
る

だ
け

で
は

な
く

、意
見

の
異

な
る

議
員

を
自

分
の

意
見

に
賛

同
さ

せ
る

よ
う

に
す

る
目

的
が

あ
り

ま
す

。

【
発
行

】大
山

崎
町

議
会

 
【
編
集

】広
報

常
任

委
員

会
　

山
中

一
成

委
員

長
／

辻
真

理
子

副
委

員
長

／
徳

本
修

司
／

北
村

吉
史

／
井

上
治

夫
／

波
多

野
庇

砂
次

回
は

６
月

１
日

に
お

届
け

し
ま

す
〒

61
8-

85
01

 京
都

府
乙

訓
郡

大
山

崎
町

字
円

明
寺

小
字

夏
目

３
番

地
Te

l　
07

5-
95

6-
21

01
　

Fa
x　

07
5-

95
3-

60
20

討
論

の
内

容
は

、
会

議
録

で
ご

覧
く

だ
さ

い
。（

次
回

定
例

会
の

開
会

日
頃

か
ら

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。）
　

○
冊

子
で

閲
覧（

閲
覧

場
所

：
役

場
１

階
ロ

ビ
ー

・
役

場
３

階
情

報
公

開
窓

口
・

役
場

４
階

議
会

図
書

室
・

中
央

公
民

館
図

書
室

・
長

寿
苑

）

　
○

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
会

議
録

検
索

シ
ス

テ
ム

で
閲

覧（
こ

ち
ら

か
ら

→
）

町
議
会
の
会
派
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

　
令
和
５
年
11
月
23
日
に
新
し
い
会
派
の
結
成
が
あ
り
、

町
議
会
の
構
成
は
７
つ
の
会
派
と
な
り
ま
し
た
。

会
派
名（
人
数
）

所
属
議
員
名（
◎
会
派
幹
事
）

日
本

共
産

党
議

員
団（

４
人

）
◎

朝
子

直
美

　
辻

　
真

理
子

　
井

上
治

夫
　

堀
内

古
比

呂
大

山
崎

ク
ラ

ブ（
３

人
）　

※
１

人
減

◎
山

中
一

成
　

北
村

吉
史

　
西

田
光

宏
安

心（
１

人
）　

※
新

会
派

◎
島

　
一

嘉
公

明
党（

１
人

）
◎

小
畑

孝
信

是
々

非
々

の
会（

１
人

）
◎

井
上

博
明

保
守

・
本

流
・

の
ぞ

み（
１

人
）

◎
波

多
野

庇
砂

れ
ん

ご
う

大
山

崎（
１

人
）

◎
徳

本
修

司

　
同

じ
考

え
な

ど
を

も
つ

議
員

が
、

町
政

に
対

し
て

自
分

た
ち

の
考

え
を

効
果

的
に

反
映

さ
せ

る
た

め
に

、
会

派
を

結
成

し
て

い
ま

す
。

大
山

崎
町

議
会

で
は

、
一

人
で

も
会

派
を

結
成

で
き

ま
す

。
会

派
と

は


